別紙－１２
電気マンホール等測定点（深さ1.5ｍ以上）
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必要に応じ中間点を測定



排水ピット等の測定点

開口部垂直方向にそれぞれ約２～３点以上の測定を実施する。
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別紙－１２－2
船舶等の測点
下図に示す（船首船倉・機関室・船尾船倉）箇所において立ち入り作業を行う場合は、立ち入り前に各所属で定めた測定点において酸素及び硫化水素等の濃度測定を実施する。

※下図に示す箇所（場所）以外において測定が必要と考えられる箇所（場所）については、必要に応じて各所属において別途測定箇所（場所）をさだめる事とする。

橋梁閉鎖区域（箱桁・鋼製脚）の測定点
下図に示す（鋼製脚・箱桁）箇所において立ち入り作業を行う場合は、立ち入り前に各所属で定めた測定点において酸素及び硫化水素等の濃度測定を実施する。


[image: image2]
※　ボックスカルバート部において、開口部や換気設備が無いなど密閉された箇所については鋼製脚と同様の橋梁閉鎖区域とし、立ち入る場合は本要綱に基づく必要な安全措置を講じること。
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斜線部分が濃度測定必要箇所
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